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へ
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問
い
（
８
）

“「
生
産
性
な
い
」
杉
田
水
脈
衆
議
員
主
張
に
抗
議
！
『
他
人
の

価
値

勝
手
に
測
る
な
』
と
の
抗
議
行
動
！

”「
二
七
日
、
永
田

町
の
自
民
党
本
部
前
や
福
岡
市
博
多
区
の
自
民
党
福
岡
県
連
で
も
約
三
〇

名
が
抗
議
の
声
を
上
げ
た
。
～
『
私
も
劣
っ
た
命
で
あ
る
よ
う
に
表
現
さ

れ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
一
人
で
す
。
マ
イ
ク
を
握
っ
た
石
崎
さ
ん
は
、
戸
籍
上

は
女
性
だ
が
、
普
段
は
男
性
と
し
て
過
ご
す
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
だ
。

杉
田
氏
の
主
張
を
自
民
党
二
階
俊
博
幹
事
長
が
、
問
題
視
し
な
い
考
え

を
示
し
た
。
生
産
性
の
こ
と
に
も
疑
問
を
覚
え
る
。「
自
民
党
の
国
会
議
員

全
員
が
肯
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
こ
の
考
え
を
容
認
し
な

い
で
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
～
性
的
少
数
者
の
人
権
施
策
に
取
り
組
む
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
自
治
体
議
員
連
盟
」
は
二
七
日
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
差
別
や
偏
見
を

助
長
す
る
と
と
も
に
、
子
供
を
産
ま
な
い
人
、
産
め
な
い
人
、
障
が
い
や

病
気
な
ど
で
経
済
的
な
自
立
が
難
し
い
人
を
否
定
す
る
も
の
だ
」
と
抗
議

す
る
声
明
を
自
民
党
本
部
に
届
け
た
。
～
杉
田
氏
は
同
様
の
主
張
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
一
五
年
三
月
に
地
方
自
治
体
の
同
性
カ
ッ
プ
ル
公
認
制
度

に
つ
い
て
「
支
援
策
が
必
要
で
な
い
理
由
」
と
題
し
た
ブ
ロ
グ
を
投
稿
。

「
生
産
性
の
あ
る
も
の
と
無
い
も
の
を
同
列
に
扱
う
に
は
無
理
が
あ
る
。

差
別
で
は
な
く
区
別
」
と
記
し
た
。
同
年
六
月
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組

で
は
「
生
産
性
が
な
い
同
性
愛
の
人
た
ち
に
税
金
を
使
っ
て
支
援
す
る
。

ど
こ
に
大
義
名
分
が
あ
る
の
で
す
か
」
と
ト
ー
ン
を
あ
げ
た
。
自
民
党
は

昨
年
一
〇
月
の
衆
院
選
で
杉
田
氏
を
公
認
。
複
数
の
党
関
係
者
に
よ
る
と
、

２０８
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は
じ
め
に

二
年
前
の
二
〇
一
六
（
平
成
二

八
）
年
七
月
二
六
日
未
明
、
相
模

原
市
の
障
害
者
施
設
「
津
久
井
や

ま
ゆ
り
園
」
で
一
九
人
も
の
入
所

者
が
殺
害
さ
れ
二
六
人
が
重
軽
傷

を
負
う
と
い
う
、
戦
後
最
悪
の
殺

傷
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
同
園
の

元
職
員
・
植
松
聖
（
さ
と
し
）
被

告
人
は
、
刑
事
訴
訟
法
に
基
づ
く

「
鑑
定
留
置
」
が
一
昨
年
九
月
二

一
日
か
ら
行
わ
れ
昨
年
二
月
二
〇

日
に
終
了
し
ま
し
た
。

精
神
鑑
定
の
結
果
、
植
松
被
告

人
は
、
自
分
は
特
別
な
存
在
だ
と

い
う
、
肥
大
し
た
自
己
意
識
を
も

つ
事
を
特
徴
と
す
る
「
自
己
愛
性

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
」
な
ど
複

合
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

「
犯
行
と
精
神
障
害
の
関
係
の
整

理
の
た
め
の
着
眼
点
」
を
、
元
に

鑑
定
す
る
と
、
一
、「
動
機
の
了
解

可
能
性
」
二
、
「
犯
行
の
計
画
性
」

三
、「
行
為
の
違
法
性
の
認
識
」四
、

「
精
神
障
害
に
よ
る
免
責
の
可
能

性
の
認
識
」
五
、「
犯
行
の
人
格
異

質
性
」
六
、「
犯
行
の
一
貫
性
・
合

目
的
性
」
七
、「
犯
行
後
の
自
己
防

衛
行
動
」
の
面
か
ら
、
植
松
被
告

人
は
犯
行
時
に
は
、
刑
事
裁
判
で

「
刑
事
責
任
能
力
を
問
え
る
状

態
」
で
あ
っ
た
と
診
断
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
二
月
二
四
日
、

横
浜
地
検
は
植
松
被
告
人
を
男
女

一
九
人
の
入
所
者
へ
の
殺
人
罪
、

男
女
二
四
人
の
入
所
者
へ
の
殺
人

未
遂
罪
、
職
員
三
人
へ
の
逮
捕
・

監
禁
罪
及
び
、
職
員
三
人
へ
の
同

致
傷
罪
、
建
造
物
侵
入
罪
、
銃
刀

法
違
反
罪
の
六
つ
の
罪
で
横
浜
地

裁
に
起
訴
し
、
事
件
発
生
か
ら
約

七
か
月
に
及
ん
だ
一
連
の
捜
査
が

終
結
し
た
の
で
す
。

事
件
は
、「
裁
判
員
裁
判
」
で
審

理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
裁
判
で

は
責
任
能
力
が
争
点
に
な
る
と
み

ら
れ
、
裁
判
員
に
負
担
を
か
け
な

い
た
め
、
争
点
を
絞
り
込
む
「
公

判
前
整
理
手
続
」
が
長
期
化
し
、

初
公
判
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
刑
事
裁
判
で
は
、
検
察

官
側
の
「
死
刑
求
刑
が
予
想
さ
れ

る
」
一
方
、
弁
護
人
側
は
植
松
被

告
人
が
「
犯
行
当
時
心
神
喪
失
状

態
」
だ
っ
た
と
し
て
、
無
罪
を
主

張
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
横

浜
地
検
は
、
今
後
の
裁
判
に
お
い

て
、
起
訴
状
を
朗
読
す
る
時
な
ど

に
被
害
者
の
実
名
を
呼
ば
ず
、「
匿

名
」
で
の
審
理
を
裁
判
所
に
求
め

る
検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、
法
廷

で
も
被
害
者
名
が
明
か
さ
れ
な
い

可
能
性
が
出
た
こ
と
に
つ
い
て
、

被
害
者
の
家
族
や
障
害
当
事
者
団

体
な
ど
の
意
見
は
、「
遺
族
や
家
族

の
要
望
を
重
視
す
る
の
は
当
然

だ
」と
い
う
肯
定
的
な
意
見
や「
障

害
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
特
別

扱
い
す
る
な
ら
差
別
だ
」
と
い
う

否
定
的
な
意
見
な
ど
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

匿
名
被
害
者
の
軌
跡

殺
傷
事
件
か
ら
二
年
過
ぎ
た
今

も
、
殺
害
さ
れ
た
一
九
人
の
遺
族

の
多
く
は
、
固
く
口
を
閉
ざ
し
た

ま
ま
で
す
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
あ

る
遺
族
の
弁
護
士
は
「
今
は
気
持

ち
が
整
っ
て
い
な
い
状
況
だ
」
と

胸
中
の
一
端
を
代
弁
し
て
い
ま
す
。

重
い
口
を
開
き
始
め
た
遺
族
も
い

ま
す
が
、
名
前
を
公
表
す
る
気
持

ち
に
は
な
れ
な
い
と
い
い
ま
す
。

神
奈
川
県
警
は
、
殺
害
さ
れ
た

人
や
重
軽
傷
を
負
わ
れ
た
人
の
氏

名
を
「
知
的
障
害
者
の
施
設
で
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
必
要
性
が
高

い
。
遺
族
か
ら
も
強
い
要
望
が
あ

や
ま
ゆ
り
園
殺
傷
事
件
に
つ
い
て
考
え
る

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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私
的
明
治
維
新
１
５
０
年

北
九
州
支
部

白
川
長
廣

今
年
、
２
０
１
８
年
は
、
明
治

元
年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら
起
算

し
て
満
１
５
０
年
の
年
に
当
た
る
。

政
府
も
、
こ
の
機
に
祝
賀
行
事

を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
で
は
「
西

郷
ど
ん
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
私
的
明
治
維
新
を
語
っ
て

み
た
い
。

子
供
の
頃
、
母
方
の
実
家
の
農

具
な
ど
に
は
「
三
官
屋
」
と
い
う

名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
近
所
に
は
通
称
「
こ
う

や
」
と
称
す
る
家
が
あ
っ
た
。

何
故
、
本
当
の
名
前
を
書
か
な

い
の
だ
ろ
う
と
、
不
思
議
に
思
っ

て
い
た
。

歴
史
に
詳
し
い
方
は
、
ご
存
知

だ
と
思
う
が
、
幕
末
「
小
倉
藩
を

中
心
と
し
た
幕
府
軍
と
長
州
藩
と

の
戦
い
」
が
あ
っ
た
。

「
〝
尊
王
倒
幕
“
の
旗
印
を
掲
げ

る
長
州
藩
に
対
し
て
、
幕
府
は
征

長
（
長
州
藩
を
倒
す
）
の
軍
を
興

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
心
的
役

割
と
な
っ
た
の
が
、
小
倉
藩
だ
っ

た
。
幕
府
軍
は
、
小
倉
藩
を
中
心

に
肥
後
藩
、
柳
川
藩
、
久
留
米
藩

の
兵
、
お
よ
そ
２0

、0
0

0

人
が

集
結
し
た
が
、
実
際
に
戦
い
に
参

加
し
た
の
は
、
小
倉
藩
と
肥
後
藩

だ
け
だ
っ
た
。

一
方
、
高
杉
晋
作
が
指
揮
す
る

長
州
藩
は
、
奇
兵
隊
・
長
州
藩
報

国
隊
な
ど
お
よ
そ
１
、0

0
0

人

と
少
数
だ
っ
た
が
、
１
８
６
６
年

（
慶
応
２
年
）
６
月
、
長
州
軍
が

田
野
浦
（
門
司
区
）
に
上
陸
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
戦
い
が
つ
い
に

始
ま
っ
た
。

圧
倒
的
な
人
数
を
ほ
こ
る
小
倉

軍
だ
っ
た
が
、
鎧
か
ぶ
と
を
身
に

着
け
、
火
縄
銃
と
槍
・
弓
矢
で
戦

っ
た
の
に
対
し
、
火
力
が
強
く
続

け
て
弾
を
撃
つ
こ
と
が
出
来
る
、

ケ
ー
ベ
ル
銃
で
武
装
し
、
ズ
ボ
ン

姿
の
身
軽
な
服
装
の
長
州
藩
が
、

次
第
に
有
利
に
な
り
、
小
倉
軍
は

大
里
か
ら
藤
松
へ
と
退
き
、
お
ま

け
に
肥
後
軍
を
は
じ
め
、
他
の
藩

は
引
き
上
げ
て
し
ま
っ
た
。

小
倉
藩
も
仕
方
が
な
い
の
で
、

８
月
１
日
、
自
ら
小
倉
城
に
火
を

放
ち
、
香
春
に
退
き
、
小
倉
南
部

で
抵
抗
を
続
け
た
が
、
長
州
藩
の

勝
利
と
な
り
幕
藩
体
制
の
崩
壊

（
明
治
維
新
）
と
な
っ
た
。」（
歴

史
資
料
要
約
）
こ
の
時
、
小
倉
城

下
で
「
三
官
屋
」
と
い
う
屋
号
で

飴
屋
を
営
ん
で
い
た
、
母
方
の
先

祖
は
戦
火
を
恐
れ
、
小
倉
を
捨
て

京
都
郡
へ
落
ち
延
び
た
ら
し
い
。

「
三
官
屋
」
は
屋
号
で
あ
り
、

「
こ
う
や
」
は
「
紺
屋
」（
染
物
屋
）

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
知
人
に
、
小

倉
か
ら
落
ち
延
び
て
い
く
武
士
が
、

食
料
の
対
価
と
し
て
置
い
て
い
っ

た
刀
が
あ
る
と
い
う
人
が
い
た
が
、

取
る
も
の
も
、
と
り
あ
え
ず
落
ち

延
び
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

小
倉
藩
は
香
春
へ
逃
げ
、
長
州

軍
と
の
和
議
が
成
立
し
た
後
、
香

春
か
ら
京
都
郡
豊
津
へ
拠
点
を
移

し
た
。
学
問
で
藩
の
立
て
直
し
を

図
る
こ
と
と
し
、
香
春
に
開
設
し

て
い
た
藩
校
「
文
武
館
」
を
「
育

徳
館
」
と
改
め
た
。

明
治
１２
年
、
「
福
岡
県
立
豊
津

中
学
校
」
と
な
り
、
太
平
洋
戦
争

後
（
昭
和
２４
年
、
私
の
生
ま
れ
た

年
）
の
学
制
改
革
で
「
福
岡
県
立

豊
津
高
等
学
校
」
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
私
は
昭
和
４２
年
卒
で

あ
る
。

現
在
は
「
福
岡
県
立
育
徳
館

中
学
校
・
高
等
学
校
」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
戦
に
幕
府
軍
が
負

け
た
こ
と
に
よ
り
、
一
気
に
幕
府

は
瓦
解
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

歴
史
に「
も
し
も
」は
な
い
が
、

も
し
も
、
こ
の
戦
に
幕
府
軍
が
勝

っ
て
い
る
と
私
は
生
ま
れ
て
い
た

の
か
？
学
校
は
存
在
し
た
の
か
？

こ
う
や
っ
て
考
え
て
み
る
と
、

歴
史
は
案
外
身
近
な
も
の
で
あ
る

と
思
え
て
く
る
。
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北
九
州
市
障
害
福
祉
連
絡

協
議
会
総
会
開
催

（
北
九
州
支
部

宮
岡
健
）

去
る
６
月
２
日
土
曜
日
に
、
北

九
州
市
東
部
福
祉
会
館
で
、
北
九

州
市
の
当
事
者
・
家
族
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
福
祉
関
係
４１
団
体
で
組

織
す
る
、
北
九
州
市
障
害
福
祉
連

絡
協
議
会
の
第
２１

回
定
期
総
会

が
「
団
結
し
よ
う
、
小
さ
な
力
か

ら
大
き
な
力
へ
」
と
題
し
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
会
会
長
を
永
年
務
め
て
き
た
、

北
原
守
会
長
が
「
障
団
連
の
課
題

は
「
共
生
社
会
の
実
現
」。

「
共
生
社
会
」
と
は
、
特
別
な

場
所
で
は
な
く
、
今
私
た
ち
が
生

活
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
家
庭
や
職

場
等
の
活
動
の
場
の
一
つ
一
つ
だ

と
考
え
る
。
中
で
も
、
地
域
の
一

員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。
地
域
の
活
動
に
参
加
し
、

地
域
の
人
た
ち
と
話
を
し
て
理
解

し
合
い
、
貢
献
し
て
い
く
活
動
の

中
で
、
人
と
の
繋
が
り
や
信
頼
関

係
が
で
き
る
。
共
生
の
社
会
は
、

信
頼
の
社
会
だ
と
思
う
。
社
会
の

一
員
と
し
て
障
害
の
有
無
を
超
え
、

社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
力
を
そ

れ
ぞ
れ
身
に
着
け
て
い
く
こ
と
、

併
せ
て
私
た
ち
障
害
当
事
者
団
体

に
と
っ
て
、
生
き
難
く
し
て
い
る

社
会
の
壁
を
取
り
除
く
運
動
を
し

て
い
く
こ
と
が
要
だ
と
思
う
。
今

年
は
障
団
連
が
で
き
て
２０

周
年

の
年
、
こ
の
総
会
を
機
に
体
制
を

一
新
し
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り

た
い
。」（
議
事
録
よ
り
）
と
挨
拶

し
、
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
北
橋
健
治
市
長
、

木
下
幸
子
副
議
長
、
柏
木
修
北
九

州
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
武

藤
朋
美
北
九
州
市
保
健
福
祉
局
障

害
福
祉
部
長
、
香
月
隆
久
障
害
福

祉
課
長
の
来
賓
列
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
北
橋
健
治
市
長
が
「
昨

年
市
議
会
で
全
会
一
致
で
決
ま
っ

た
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
し
、
誰
も
が
共
に
生
き
る
北

九
州
市
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
」、

（
通
称
「
障
害
者
差
別
解
消
条

例
」）を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。「
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
内
容
に
し
て
欲
し
い
」
と

の
ご
意
見
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
条
例
に
添
っ
て
障
害
に
よ
る

差
別
を
な
く
す
目
標
に
向
か
っ
て
、

皆
さ
ん
に
ご
教
示
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
根
気
強
く
一
歩
ず
つ
着
実

に
前
進
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。」（
上
記
同
）
と
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
木
下
幸
子

副
議
長
は
、「
各
団
体
間
の
理
解
と

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
障
害
の
あ

る
方
た
ち
が
地
域
の
中
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
な
、
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
研
修
会

啓
発
活
動
の
実
施
な
ど
幅
広
く
活

動
を
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

障
害
者
の
差
別
解
消
条
例
に
つ
き

ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
お
声
を
精

い
っ
ぱ
い
、
形
に
で
き
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
現

場
の
悩
み
や
、
前
に
進
ま
な
い
問

題
が
起
き
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
声

掛
け
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
本
条
例
が
一
人
で
も
多

く
の
市
民
に
知
ら
せ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。「
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
解
消
」
に
向
け

た
具
体
的
取
り
組
み
が
更
に
前
進

さ
れ
る
と
共
に
障
害
や
障
害
の
あ

る
方
へ
の
理
解
が
一
層
深
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
市
議
会

と
し
て
も
本
市
に
お
け
る
障
害
福

祉
の
更
な
る
充
実
、
障
害
の
あ
る

な
し
に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
市
民

が
互
い
の
人
格
や
個
性
を
尊
重
し

な
が
ら
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
こ
れ

ま
で
以
上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。」と
挨

拶
さ
れ
た
。

な
お
、
市
長
や
議
長
の
あ
い
さ

つ
の
出
て
き
た
「
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
を
な
く
し
誰
も
が
共
に

生
き
る
北
九
州
市
づ
く
り
に
関
す

る
条
例
」、（
通
称
「
障
害
者
差
別
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植
松
被
告
は
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
の
重
度
重
複
知
的
障
害
者
を
殺

し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
彼

ら
を
地
域
社
会
か
ら
抹
殺
し
て
い

た
。
植
松
被
告
は
津
久
井
や
ま
ゆ

り
園
の
重
度
重
複
知
的
障
害
者
の

命
を
殺
し
た
が
、
親
・
兄
弟
姉
妹

は
彼
ら
の
名
前
を
抹
消
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
善
意
と
恥
の
意
識

が
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
重
度

重
複
知
的
障
害
者
を
、
被
害
と
加

害
の
関
係
性
の
中
で
殺
し
た
。

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
こ
の
事

件
は
、
殺
し
た
者
が
殺
さ
れ
、
殺

さ
れ
た
者
が
生
き
還
る
と
い
う
輪

廻
の
世
界
を
打
ち
立
て
た
。

被
害
者
も
加
害
者
も
社
会
か
ら

「
他
者
」
化
さ
れ
た
存
在
と
し
て
、

私
た
ち
は
生
き
て
き
た
し
、
生
き

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
事

件
は
二
〇
一
六
年
七
月
二
六
日
に
、

そ
し
て
神
奈
川
県
相
模
原
市
で
起

き
た
の
だ
が
、
き
ょ
う
、
こ
こ
で

類
似
の
事
件
が
起
き
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
事
件
の

原
因
も
結
果
も
、
何
一
つ
解
決
し

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
問

い
続
け
る
し
か
な
い
の
だ
。
そ
の

問
は
少
な
く
と
も
次
の
通
り
。

被
害
者
は
な
ぜ
匿
名
な
の
か
？

そ
れ
は
、
我
が
子
が
津
久
井
や
ま

ゆ
り
園
に
い
た
こ
と
を
「
世
間
」

に
知
ら
れ
た
く
な
い
、
障
害
者
の

存
在
・「
恥
」
を
隠
し
て
お
き
た
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
の
だ
、
障

害
者
は
恥
な
の
だ
。
そ
の
恥
を
作

っ
た
世
間
と
は
？
太
宰
治
は
『
人

間
失
格
』
の
中
で
、
放
蕩
仲
間
の

堀
木
と
い
う
人
物
か
ら
「
女
道
楽

ば
か
り
し
て
い
て
は
世
間
が
許
し

ま
せ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
、
太
宰
は

「
世
間
」
と
は
何
か
、
世
間
と
は

実
態
、
個
人
、「
堀
木
」
お
前
で
は

な
い
か
と
思
想
め
い
た
も
の
を
感

じ
る
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
世
間
は
「
私
」
で
あ
る
。

次
に
、
植
松
被
告
の
衆
議
院
議

長
に
宛
て
た
「
手
紙
」
を
分
析
す

る
と
、

ホ
ッ
プ
→
「
保
護
者
の
疲
れ
き
っ

た
表
情
、
施
設
で
働
い
て
い
る
職

員
の
生
気
の
欠
け
た
瞳
」「
障
害
者

は
人
間
と
し
て
で
は
な
く
、
動
物

と
し
て
生
活
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
」「
車
イ
ス
に
一
生
縛
ら
れ
て
」

「
気
の
毒
な
利
用
者
も
多
く
い

る
」
と
シ
ン
パ
シ
ー
と
い
う
か
、

同
情
の
気
持
ち
を
見
せ
て
い
る
。

ス
テ
ッ
プ
→
「
障
害
者
は
不
幸
を

作
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
」「
障

害
者
を
殺
す
こ
と
は
不
幸
を
最
大

で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」「
保

護
者
の
同
意
を
得
て
安
楽
死
で
き

る
世
界
で
す
」
と
殺
意
を
露
に
し

て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
実
行

に
移
す
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

ジ
ャ
ン
プ
→
「
理
由
は
世
界
経
済

の
活
性
化
」「
日
本
国
と
世
界
の
為

と
思
い
、
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら

れ
ず
に
」「
今
こ
そ
革
命
を
行
い
、

全
人
類
の
為
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
辛
い
決
断
を
す
る
時
だ
と
考
え

ま
す
」。
こ
う
し
て
、
彼
は
殺
害
行

為
を
正
当
化
、
合
理
化
、
一
般
化

し
て
、
殺
害
行
為
に
移
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
彼
は
思
想
的
確

信
犯
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
想
像

を
絶
す
る
激
務
の
中
大
変
恐
縮
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
安
倍
晋
三
様

に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。」と
手
紙
の

最
後
を
結
ん
で
い
る
。
植
松
被
告

に
と
っ
て
は
安
倍
総
理
が
同
じ
考

え
で
あ
る
と
確
信
し
た
に
違
い
な

い
。

事
件
後
、
元
通
り
の
施
設

再
建
を
県
知
事
は
当
初
表
明
し
た

が
、
そ
の
後
批
判
を
受
け
て
、
跡

地
に
八
〇
人
、
別
の
所
に
二
〇
人

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
か
ら
今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
特
別
寄
稿
）

 
 

 
 

 

共
同
連
代
表

堀

利
和



ＱＳＫ １９９７年 ９月 １８日 第 三 種 郵 便 物 承 認 通 巻 ６５５４号 ２０１８年 ９月 ２０日 発 行 （日 刊 ）

- 12 -

貧
乏
暇
あ
り

北
九
州
支
部

白
川
長
廣

猛
暑
の
日
が
続
く
日
々
、
北
九

州
で
は
わ
っ
し
ょ
い
百
万
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
８
月

初
め
の
土
・
日
で
開
催
さ
れ
今
年

は
４
日
、
５
日
の
開
催
。

祭
り
で
怪
我
を
し
た
の
に
祭
り

が
好
き
な
私
、
今
年
も
出
か
け
て

み
ま
し
た
。

会
場
に
な
る
小
倉
市
役
所
周
辺

ま
で
行
く
北
九
州
市
営
バ
ス
が
あ

り
、
バ
ス
の
時
刻
を
調
べ
て
み
る

と
１１
時
４９
分
発
。

（
市
営
バ
ス
は
、

ま
だ
、
す
べ
て
の

バ
ス
が
ス
ロ
ー
プ

付
き
で
は
な
く
ス

ロ
ー
プ
付
き
は
時

刻
表
に
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
）以
前

は
直
通
バ
ス
が
あ

っ
た
の
で
す
が
乗

降
客
の
多
い
路
線

を
残
し
乗
り
換
え
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
直
通
バ
ス
が
な
く
な

っ
た
あ
と
の
こ
と
で
す
が
、
乗
り

換
え
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
と
、
そ

の
バ
ス
停
ま
で
乗
っ
て
い
た
バ
ス

が
再
度
来

て
「
あ
の

ま
ま
乗
っ

て
い
た
ら

よ
か
っ
た

ね
」
と
運

転
手
が
言

っ
て
い
ま

し
た
。

い
っ
た
ん
待
機
場
所
へ
戻
り
、

小
休
止
を
し
て
次
の
勤
務
に
戻
っ

た
ら
バ
ス
停
で
私
が
待
っ
て
い
た

と
い
う
次
第
。笑
え
な
い
話
で
す
。

通
常
だ
と
祭
り
会
場
ま
で
行
く

バ
ス
で
す
が
祭
り
が
開
催
さ
れ
る

の
で
小
倉
駅
ま
で
の
予
告
が
バ
ス

停
に
貼
っ
て
い
ま
し
た
。
時
間
帯

を
見
る
と
こ
の
バ
ス
は
Ｏ
Ｋ
だ
と

は
思
っ
た
の
で
す
が
若
干
の
不
安
。

通
常
通
り
の
バ
ス
停
ま
で
は
行

け
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
交
通
規

制
準
備
の
た
め
柵
が
並
べ
て
あ
り

バ
ス
亭
の
１
ｍ
程
だ
け
に
隙
間
が
。

他
の
お
客
さ
ん
も
あ
り
停
車
位

置
を
２
度
動
か
し
て
や
っ
と
降
車

で
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」

が
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
暑
い
中
、

熱
演
し
て
い
ま
し
た

市
庁
舎
横
で
は
屋
台
や
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
「
障
害

者
だ
っ
て
、
お
祭
り
を
楽
し
み
た

い
」
と
い
う
願
い
か
ら
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
と
も
に
楽
し

め
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
広
場
に
は
市
内
の
障
害
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編
集
後
記

西
日
本
豪
雨
被
害
で
、
お
亡
く

な
り
・
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
、
お
悔
や
み
と
と
も
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
坂
本
）

《 今月の時事 》

「性的犯罪規定の改正で、強姦罪は強制性交等罪に代わり、被害者の告訴を必要

とする親告罪ではなくなった。法定刑の下限も懲役３年から５年と厳罰化が進んだ。

だが「暴行・脅迫を要件としている点で何世代も前の性犯罪規定であることは変わ

りがない」とする後藤（注１）の指摘は重い。（注１、「性暴力を受けたとして加害者

を実名で告発したジャーナリスト、伊藤詩織のインタビュー「『Me Too』忘れ去られ

ても、語ることができる未来に向けて」（現代思想７月号）から、」（詳細は、紹介でき

ないが）〜ほかの先進国が性行為への「同意」がないことで犯罪として認めているの

に、日本では、「客観的に同意を判断する必要性」から、犯罪の要件に加害者の「暴行・

脅迫」が残った。実際、裁判所は被害者による抵抗の程度で性交へ同意の有無を判断

している。〜後藤は、被告に無罪を言い渡した 11 年の最高裁判決に言及し、被害実

態との乖離を批判する。判決は強姦被害の訴えに、「人通りもあり」「近くに交番もあ

り」「物理的に拘束されていたわけではない」のに助けを求めなかったなどとして、一、

二審を覆し、脅迫はなかったと結論付けた。裁判所には、性犯罪の被害者の恐怖のあ

まり凍り付いてしまう現実への想像力が足りていない。これは裁判所だけにとどまる

問題ではない）（朝日新聞７月２９日朝刊・29 面、論×論×論から、木村草太・首都大学東京教授・

憲法・社会、抜粋）他に（性被害者への連帯 高まる機運。森千香子・一橋大準教授／共生・社会。

安易な有害図書規制 自殺行為。津田大輔 ジャーナリスト・メディア）の提言」紙面の都合で紹

介できずご容赦を願う。裁判所の性犯罪への規範の改革は、こうまで「旧態以前」な

のか、勿論、日本社会での「差別意識・人権意識・性差別・子供への虐待・教育差別・

賃金差別」などきりがないが。構造化された「差別の実態」は、一種の権力化・支配

構造が前提として形成されているように視える。その実像を探る〜（しん）

会員・賛助会員の皆様、是非是非 意見・提言・雑感・本誌の感想など何でも

可能。投稿をお願いします。事務メール添付・郵送・ＦＡＸ等で送ってください。

どうぞよろしくお願い致します。

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。
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